
A

「知（地）の拠点」としての大学等との連携 達成 Ａ

変化の激しい時代を生き抜く生涯を通じた学びの支援 達成 A

⑥ 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

子どもの力と意欲を伸ばす学校教育の推進 達成 A

グローバル社会を生きるために必要な「総合力」の育成 達成不十分 B

信頼される学校づくりの推進 達成

④ 安全・安心を実感できる暮らしの確立 健全な食生活と地域の食をはぐくむ食育の推進 概ね達成 A

⑤ 男女が共に支える社会づくりの推進 女性の活躍推進と男女共同参画社会の構築 達成 A

達成 Ａ

③ 障がい者が地域で暮らし働ける社会づくりの推進 障がい者の就労支援 概ね達成 B

Ａ

②

健康長寿・生涯現役社会の構築

～健康寿命日本一の実現～

みんなで進める健康づくり運動の推進 達成 Ａ

安心で質の高い医療サービスの充実 達成 Ａ

高齢者の活躍と地域包括ケアシステムの構築

①

一人ひとりの子どもが健やかに生まれ育つ社会づくりの推進

～子育て満足度日本一の実現～

次代を担う子どもを社会全体で支える環境の整備 概ね達成 Ａ

きめ細かな対応が必要な子どもと親への支援 達成 A

結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援の推進 達成

関係部局名 企画振興部、福祉保健部、生活環境部、教育庁

【Ⅰ．政策の概要】

　子どもを生み育てやすい環境づくりや健康長寿の社会づくりなど、自然増のための環境を整える。また、高齢者や障がい者、女性など多様な人材の活躍を促進するとともに、大分県の

将来の担い手となる子どもの教育の充実を図る。

【Ⅱ．構成する政策・施策（主な取り組み）の評価結果】

取組No. 政策名 施策名 指標評価 総合評価

（地方創生）政策評価調書（２７年度実績）
政策コード Ⅳ－１

政策名 人を大事にし、人を育てる

所管部局名 企画振興部 長期総合計画頁 169



３１年度 ３６年度

基準値 目標値 実績値 達成度 目標値 目標値 　　　　 25　　　   50　　　　75　　 　100       125

ⅰ 1.57 1.58 1.60 101.3% 1.68 1.83

69.85

70.24

（H25）

71.56

（H25)

101.9% 71.80 73.75

73.19

73.57

（H25）

75.01

（H25)

102.0% 75.11 77.03

60.7 61.0 65.0 106.6% 63.0 65.0

57.3 57.5 57.0 99.1% 59.0 61.0

55.1 55.5 58.6 105.6% 58.0 61.0

52.4 52.5 53.1 101.1% 54.0 56.0

77.0 77.4 78.2 101.0% 79.0 81.0

78.1 78.7 81.4 103.4% 81.0 84.0

74.0 75.0 74.8 99.7% 80.0 85.0

65.7 66.0 66.6 100.9% 70.0 75.0

ⅶ 40 42.0 34.3 81.7% 50.0 60.0

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

ⅵ

ⅶ

　体育専科教員の活用や一校一実践の取り組みが定着し、小・中学校ともに体力が向上したことにより、目標値を達成した。

達成

　生徒指導の三機能（自己決定の場、共感的な人間関係を育む場、自己存在感を感じる場の設定）を生かした指導により、物事に意欲的に取り組もうと

する児童･生徒が増加し、目標値を達成した。

達成

不十分

　「大分県グローバル人材育成推進プラン」に基づき留学フェアやイングリッシュ・キャンプなどグローバル人材の育成に向けた取り組みの充実を図った

が、留学や国際交流活動への参加を促す取り組みが十分でなく、目標の達成には至らなかった。今後は、「大分県英語教育改善推進プラン」に基づき英

語教育の改善を図るとともに、海外留学支援金による留学機会の創出や訪日教育旅行の受け入れ等による国際交流活動の推進をさらに積極的に進

め、児童生徒のグローバル人材としての素地を育んでいく。

達成 　出会いから結婚、妊娠・出産・子育てまで切れ目ない支援に取り組むことにより、目標値を達成した。

達成

達成 　生活習慣病の発症・重症化予防等に加え、地域包括ケアを推進し、高齢者の介護予防に力を入れてきたことなどにより、目標値を達成した。

達成 　組織的な授業改善を進め、習熟の程度に応じた指導の充実等が図られたことにより、目標値を達成した。

達成

　組織的な授業改善を進め、学びに向かう力を育成する教育活動の充実や思考力・判断力・表現力を育成する授業の充実等が図られたことにより、目

標値を達成した。

達成

グローバル人材として活躍するための素地を備

えた生徒の割合（％）（再掲）

⑥ H26

【Ⅳ．指標による評価】
評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

ⅵ

未来を切り拓く意欲を持つ児童生

徒の割合（％）（再掲）

小学校 ⑥ H26

中学校 ⑥ H26

ⅲ

児童生徒の学力（知識・技能、全国

平均以上の児童生徒の割合）（％）

（再掲）

小学校 ⑥ H26

中学校 ⑥ H26

ⅴ

児童生徒の体力（総合評価Ｃ以上

の児童生徒の割合）（％）（再掲）

小学校 ⑥ H26

中学校 ⑥ H26

ⅳ

児童生徒の学力（思考力・判断力・

表現力等、全国平均以上の児童生

徒の割合）（％）（再掲）

小学校 ⑥ H26

中学校 ⑥ H26

若い世代の結婚・子育ての希望の実現（合計特

殊出生率）

① H26

ⅱ

健康寿命（日常生活に制限のない

期間の平均）（歳）（再掲）

男性 ② H22

女性 ② H22

【Ⅲ．目標指標】

指　　　　標

関連する

取組№

基準値 ２７年度 目標達成度（％）

年度



○第２回安心・活力・発展プラン２０１５推進委員会（H28.2)

・子育て家庭の声を聞き行政につなげることが必要。保育士などキーパーソンの質の向上に予

算を投じるべきではないか。

・各市町村に担当係の創設を促し、出会いの場づくりを推進すれば、婚姻率が上昇し、生まれ

る子どもの人数も増加すると思う。

○第１回安心・活力・発展プラン２０１５推進委員会（H27.12)

・学力の向上のみでなく、ふるさと大分への誇りを持ち、愛する心を醸成することが重要。

大分から離れていく人材を育てる教育でなく、大分を支える人材を育てる教育が必要。

【Ⅵ．推進上の課題と今後の展開について】

　「大分県人口ビジョン」では、２０１４年に１１７万人の人口が、このまま何もしなければ２０４０年に９６万人、２１００年には４４万人と、人口減少がさらに進行するものと推計している。本

県の合計特殊出生率は全国平均を上回る状況が続いているが、出生数は減少傾向にあり、子どもを生み育てる世代の人口も減少していることから、さらなる自然増対策とUIJターンなど

を通じた社会増対策の両面に取り組む必要がある。

　引き続き、子どもを生み育てやすい環境づくりや、健康長寿の社会づくりを推進し、多様な人材の活躍の促進に取り組むとともに、子どもの教育にさらに力を入れ、将来を担い未来を切

り拓く人材を育てていく。

【Ⅴ．施策に対する意見・提言】


